
平成２７事業年度財務諸表

（ 厚 生 年 金 勘 定 ）

年金積立金管理運用独立行政法人



（単位：円）

資産の部

固定資産

投資その他の資産

総合勘定繰入金  126,357,093,301,771  

投資その他の資産合計  126,357,093,301,771  

固定資産合計  126,357,093,301,771  

資産合計  126,357,093,301,771  

負債の部

固定負債

運用寄託金  99,650,028,787,700  

固定負債合計  99,650,028,787,700  

負債合計 99,650,028,787,700

純資産の部

利益剰余金

積立金  31,715,537,999,833  

当期未処理損失  5,008,473,485,762  

（うち当期総損失） (5,008,473,485,762)

利益剰余金合計  26,707,064,514,071  

純資産合計  26,707,064,514,071  

負債純資産合計  126,357,093,301,771  

貸  借  対  照  表 （ 厚 生 年 金 勘 定 ）

（平成２８年３月３１日）



（単位：円）

総合勘定繰入金減額損 5,008,473,485,762

当期純損失 5,008,473,485,762

当期総損失 5,008,473,485,762

（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日）

損  益  計  算  書 （ 厚 生 年 金 勘 定 ）



（単位：円）

Ⅰ  業務活動によるキャッシュ・フロ－

総合勘定への繰入支出 △ 2,776,283,069,502

年金特別会計寄託金受入 2,776,283,069,502

年金特別会計寄託金償還 ―

総合勘定からの受入収入 ―

小計 ―

国庫納付金の支払額

    業務活動によるキャッシュ・フロ－ ―

Ⅱ  投資活動によるキャッシュ・フロ－ ―

Ⅲ  財務活動によるキャッシュ・フロ－ ―

Ⅳ  資金に係る換算差額 ―

Ⅴ  資金増加額 ―

Ⅵ  資金期首残高 ―

Ⅶ  資金期末残高 ―

キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ － 計 算 書 （ 厚 生 年 金 勘 定 ）

（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日）



（単位：円）

Ⅰ 当期未処理損失 5,008,473,485,762

当期総損失 5,008,473,485,762

前期繰越欠損金 ―

Ⅱ 損失処理額

　 積立金取崩額 5,008,473,485,762 5,008,473,485,762

Ⅲ 次期繰越欠損金 ―

損失の処理に関する書類 （ 厚 生 年 金 勘 定 ）

（平成２８年３月３１日）



（単位：円）

Ⅰ 業務費用 －

Ⅱ 引当外退職給付増加見積額 －

Ⅲ 機会費用 －

Ⅳ 行政サービス実施コスト －

行政サービス実施コスト計算書 （ 厚 生 年 金 勘 定 ）

（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日）



注記 

当事業年度より、改訂後の「独立行政法人会計基準」及び「独立行政法人会計基準注解」（平成２７年１月２

７日改訂）並びに「独立行政法人会計基準及び独立行政法人会計基準注解に関するＱ＆Ａ」（平成２８年２月改

訂）（以下、独立行政法人会計基準等という）を適用して、財務諸表等を作成しております。 

１．重要な会計方針 

  該当事項はありません。 

２．重要な債務負担行為 

  該当事項はありません。 

３．重要な後発事象 

  該当事項はありません。 

４．固有の表示科目の内容 

 （１） 運用寄託金 

    厚生年金保険法第７９条の３第１項の規定に基づき厚生労働大臣から寄託された積立金を計上して 

います。 

 （２） 総合勘定繰入金減額損 

    年金積立金管理運用独立行政法人法第２５条第２項の規定に基づき、総合勘定へ繰り入れた資金の

   額を減額した額を計上しております。

５．金融商品関係 

 （１） 金融商品の状況に関する事項

    財務諸表（法人全体）の注記８．金融商品関係（１）金融商品の状況に関する事項をご参照ください。

（２） 金融商品の時価等に関する事項

   時価を把握することが極めて困難と認められる金融負債

（単位：円）

貸借対照表計上額

運用寄託金 99,650,028,787,700 
      「運用寄託金」は、厚生労働大臣から寄託された年金積立金であり、市場価格がなく、かつ、

将来のキャッシュ・フローを見積もることができないため、時価を把握することが極めて困難な

ことから、時価開示の対象とはしていません。



附属明細書

積立金の明細

（単位：円）

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

17,440,091,915,878 14,275,446,083,955 - 31,715,537,999,833

（注） 当期増加額は、前期の利益処分によるものです。

（注）次に掲げる事項については、該当ありません。

１　固定資産の取得及び処分並びに減価償却費の明細並びに減損損失累計額

２　たな卸資産の明細

３　有価証券の明細

４　長期貸付金の明細

５　長期借入金の明細

６　引当金の明細

７　退職給付引当金の明細

８　資産除去債務の明細

９　法令に基づく引当金等の明細

10　保証債務の明細

11　資本金の明細

12　運営費交付金債務及び運営費交付金収益の明細

13　国等からの財源措置の明細

14　役員及び職員の給与の明細

15　開示すべきセグメント情報

16　上記以外の主な資産、負債、費用及び収益の明細

17　関連公益法人等に関する情報

区分 摘要

通 則 法 ４ ４ 条 １ 項 積 立 金


